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Fig.６硝化および脱窒速度とＤＯの関係
泥フロックの好気部分が多くなり、嫌気部分が少なくな
るのでＰＮＮｏ３－Ｎ、NO2-Ｎは微生物の細胞合成に利
用される程度のゆっくりとした変化を示した。一方、
ＴｏＣの処理量はＤＯが高い程多くなるが、ＤＯが0.2
ｍｇ/０以上でも減少し、小さいＤＯ濃度で処理された。
ＤＯの上昇と共に窒素除去量が次第に少なくなり、脱窒
のための水素供与体に利用される量も減少し、ＴｏＣの
酸化も限界となるためと考えられる。
Ｎ/g-IvLSS．ｈであった。また、有機物濃度が増え
ると硝化速度は下がり、Ｆ/M=0.3およびＯ７ｇ－
ＴＯＣ/g-MLSSでは大きな差はなく､Ｖ・NH4=ＮはO4
mg-NHTN/g-lUSS.ｈであった。
脱窒はＤＯが低く有機物濃度が高い程、脱窒速度は
大きくなり、ＤＯの上昇に従い急激にＶ・Ｔ－Ｎは減少す
る。Ｆｉｇ．４でも示したように、脱窒に対する有機物濃度の
影響はＦ/M=O7g-TDC/g-lvLSS以上（ＤＯ＝0.3ｍｇ／
０）ではＶ・ＰＮはほぼ一定となるが､そｵ1以下の有
機物濃度では急激に脱窒速度は減少する。Ｆ/Ｍ=O27g-
TOC/g-IvLSSより大きい場合でＤＧＯ１５ｍｇ/０で
は､Ｖ・Ｔ－Ｎは1.O-L2mg-FN/g-IVnSS．ｈであ
った。一方、Ｆ/Ｍ刑.19-,0C/g-mSSでは同じＤＯ
でもＶ・ＰＮ訓.７５mg-FN/9-1VⅡＳＳ.ｈと少し低
い値となった。好気部分の増加と水素供与体の減少によ
ると考えられる.
硝化･脱窒の両方から窒素除去を考えると､Ｖ・ＮＨ４ＦＮ
はＶ・ＰＮに比較して極めて小さいため、両反応が同時
に進むＤＯおよびＦ/Ｍ比について硝化が律速となる。
3-3硝化・脱窒における最適ＤＯおよびF/Ｍ
硝化と脱窒反応は関与する菌の性質により最適なＤＯ
およびＦ/Ｍがある。Fig.６は各Ｆ/Ｍ比での嫌気にお
ける脱窒速度(Ｖ・ＰＮ）と好気における硝化速度(Ｖ・
NH4FN)である｡なお硝化速度(Ｖ・ＮＨ４ＦＮ)はFYg4の
値をＤＯに対してプロットしたもので脱窒との比較の目
的で示した。
硝化についてＤＯが大きく有機物濃度が小さい程Ｖ・
NH4-Nが大きく、Ｆ/M刊.Og-TOC/g-IvLSSのとき
ＤＧ６ｍｇ／ＯでＶ・ＮＨ４－Ｎは概ねＯ６ｍｇ－ＮＨ４－
ＤＯ制御下での活性汚泥の有機物および窒素除去 1７７
例えば、Ｆ/Ｍ刑.39-ｍC/g-MISS以上ではＤＯ=1.0
ｍｇ/ｌのときＶ・NH4-Nは約O2mg-NH4-N/ｇ－
ＭＳＳ．ｈでＶ・′ＰＮ=ＬＯｍｇ－ＴＮ/g-IvLSS．
ｈであり、この条件であれば速やかに窒素除去が進むと
考えられる。
ＴＯＣ：全有機炭素濃度［ｍg/０］
NH4-N、NO3-N、Ｎｑ－Ｎ、Org-N､ＴＬＮ：
アンモニア態、硝酸態、亜硝酸態、有機態窒素
濃度および全窒素濃度［ｍg/０］
Ｖ・ＴＬＮ：全窒素減少速度（脱窒速度）
［mg-'ＰＮ/g-lmJSS．ｈ］
Ｖ・ＮＨＴＮ：アンモニア態窒素減少速度
（硝化速度）［mg-NH4-N-N/g-lUSS．ｈ］
桔践
ＤＯを制御することによる活性汚泥の窒素除去につい
て、ＤＯおよびＦ/Ｍ比の最適条件を調べた結果次の
知見を得た。
1、活性汚泥による硝化反応はＤＯとＦ/Ｍに大きく
影響され、得にＦ/Ｍが小さい部分（O3mg-ToC/g-
lvLSS）ＤＯの影響が顕著である。
３ＤＯが比較的小さい部分でも硝化が進行しＦ/Ｍが
Ｏ７ｍｇ－ＴＤＣ/g-lvnJSSのときＤＧ0.5ｍｇ/０で硝
化速度(Ｖ・NH4FN)は0.2mg/g-IvLSS．ｈとなっ
た。
3､活性汚泥による脱窒反応においてもＤＯおよびF/Ｍ
に強く影響される。ＤＧＯｍｇ/０では脱窒が全て行
われるが０．５ｍｇ/lのとき、ＮＯ３－Ｎ→NO2-Nまで
の反応であった。
4、活性汚泥による硝化および脱窒が同時に行われる
ＤＯは概ね0.2～0.3ｍｇ/０程度であると考えられ
る。
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有機物負荷量［ｍｇ－ＩＤＣ/g-MLSS］
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Thcsimultaneous1℃movalofolgmicsUbstmteandnitlDgenbyuseofactivabedsludgcwassmdied
underDOcontrolnlcremovalHuxofolgmicsubstratewashighmcascofhigllDOconcentlation，
whelBasolganicsUbstlatewasrcmovedevenundcrtmccDOconcentmtion．Inthenitlogenremoval，
thcmtliHcationtookplaccwhcnDOconcentratlonwａｓｈｉ８ｍａｎｄＦ/Ｍｒａｔｉｏｗａｓｌｏｗ,andtlle
dcnitriHcationtDokplaccunderrevcrscconditions,dcpcndingonthecharacteristicsofnitliiimgand
denitlifiningbacteliaHoweverthcnitlihcationwasobscrvcdcvcnundcrlowDOCO2mg/1)andthc
nitriHcationratewasO3mgNH4とN/g-MLSSBoththemtlihcationanddcnitrincationwcrenoted
underDOconcentrationof0.2-03ｍｇ/1also
